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2015年
新潟県最低賃金 731円

９月の主な活動
	３日	第１回組織対策委員会
	９日	第11回四役会議
	12日	土曜相談会
12〜13日
	 	平和行動	in	根室
16日	第11回執行委員会
19日	第25回新潟県勤労者
	 駅伝大会
	26〜27日
	 	ワーク＆ライフフォーラム	in	新潟
	30日	女性委員会四役会議

第295号� 2015.9.15

Ａ ：�就業規則等で規定があるか職場慣行があり、その要件に該当する場合に
は、退職金を支払う義務が生じる。

　労働基準法には、賞与も賃金である（第11条）という規定以外に、賞与（一
時金）・退職金についての定めは何もありません。しかし、労基法第15条で、労
働契約に際し、退職に関する事項も文書で明示することが義務付けられています。
必ず、退職金の有無について確認をしましょう。
　また、雇用契約の際にどのような取り決めをしているかが具体的な支払いの根
拠となり、その契約に違反した場合においてのみ、違反行為となります。そのた
め、具体的な支給内容や条件を確認しておかなくてはなりません。
　退職金規定が知らないうちに不利益変更され、規定通り支払われないという事
例もあります。しかし、裁判では満額確保が通常となっています。証拠のために
も古い退職金規定も必ず保存しておきましょう。
　退職金制度を設けるかどうかは、使用者の裁量にゆだねられている事項です。
したがって、定めがないのであれば、法律上は退職金を支払う必要がありません。
しかし、募集の際、求人広告等に書かれている場合は、虚偽の条件で募集をした
問題として会社と交渉し、何らかの解決を迫る必要があります。また、従来から
退職に際して、それなりの額の退職金を支払ってきた場合（労使慣行）は退職金
を支給することが労働契約の内容とされる裁判例があります。

Ｑ：ハローワークの募集では
「退職金あり」だったのに

実際は支払われませんでし

た。退職金はもらえないの

ですか？

安
心
し
て
生
活
で
き
る
水
準
の

早
期
実
現
を

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も

大
幅
な
引
き
上
げ
を

最
低
賃
金
の
周
知
・
徹
底
を

女
性
参
画
を
進
め
よ
う

第
20
回
構
成
組
織
・
第
24
回
地
協
女
性
代
表
者
会
議

　

賃
金
は
、
本
来
、
労
使
が
自

主
的
に
対
等
の
立
場
で
話
し
合

い
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
も
の

で
す
が
、
低
賃
金
で
働
く
労
働

者
の
多
く
は
未
組
織
で
あ
る
な

ど
、
使
用
者
と
対
等
な
交
渉
に

よ
っ
て
労
働
条
件
、
と
り
わ
け

賃
金
を
決
定
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
か
ら
も
、
最
低
賃
金
法
は
、

低
賃
金
労
働
者
の
労
働
条
件
の

改
善
を
は
か
り
、
労
働
者
の
生

活
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
中
央
最
低
審
議
会
の

答
申
内
容
は
、
目
安
額
の
全
国

加
重
平
均
を
一
八
円
と
し
て
、

目
安
制
度
が
導
入
さ
れ
て
以
来

過
去
最
大
の
上
げ
幅
と
な
り
ま

　

七
月
三
一
日
か
ら
本
格
審
議

が
始
ま
っ
た
新
潟
県
最
低
賃
金

審
議
会
で
、
労
働
者
側
は
、
今

年
度
の
春
季
生
活
闘
争
に
お
い

て
金
額
・
率
と
も
に
昨
年
を
上

回
る
水
準
と
な
っ
た
結
果
を
未

組
織
へ
波
及
さ
せ
る
こ
と
や
、

新
潟
市
の
生
活
保
護
費
が
最
低

賃
金
を
上
回
る
逆
転
現
象
の
解

し
た
。
中
央
審
議
会
の
労
働
者

側
主
張
は
、「
将
来
へ
の
不
安

を
払
拭
し
安
心
感
を
醸
成
で
き

る
よ
う
、
暮
ら
し
の
底
上
げ
に

直
結
す
る
最
低
賃
金
の
大
幅
な

引
き
上
げ
が
必
要
」
と
し
、
さ

ら
に
「
雇
用
戦
略
対
話
合
意
の

全
国
で
最
低
で
も
八
〇
〇
円
と

い
う
目
標
達
成
に
向
け
、
ま
た

地
域
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
早
期
に
到
達
の
道
筋
を
示

す
目
安
額
と
す
べ
き
」
と
主
張

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
公
益
見
解

を
も
っ
て
Ａ
ラ
ン
ク
一
九
円
・

Ｂ
ラ
ン
ク
一
八
円
・
Ｃ
Ｄ
ラ
ン

ク
一
六
円
と
示
さ
れ
、
厚
生
労

働
大
臣
に
答
申
と
す
る
こ
と
を

了
解
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

消
（
乖
離
額
二
二
円
）、
近
県

と
の
賃
金
格
差
に
よ
る
人
口
流

出
の
問
題
を
指
摘
し
、
中
央
審

議
会
が
示
し
た
目
安
一
六
円
を

上
回
る
二
三
円
以
上
が
必
要
と

主
張
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
使
用
者
側
は
「
政
府

の
経
済
政
策
に
よ
り
、
上
場
企

業
の
収
益
に
つ
い
て
は
総
じ
て

改
善
傾
向
で
あ
る
が
、
円
安
に

よ
る
原
材
料
価
格
の
上
昇
や
生

産
活
動
の
生
命
線
で
あ
る
電
力

料
金
を
は
じ
め
と
す
る
燃
料
価

格
の
高
止
ま
り
な
ど
、
中
小
企

業
や
小
規
模
事
業
所
に
と
っ
て

は
、
看
過
で
き
な
い
マ
イ
ナ
ス

要
因
が
あ
り
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

公　示
連合新潟第25回定期大会
　連合新潟規約第19条に基づき、
第25回定期大会を下記のとおり
開催します。
■日時　2015年11月５日（木）
　　　　10：30～16：00
■会場　新潟市・新潟東映ホテル
� ２階「朱鷺の間」
■付議事項
・2015年度活動報告
・2015年度財政報告ならびに
　会計監査報告
・2016～2017年度運動方針（案）
・2016年度予算（案）
・2016～2017年度役員選出
・退任役員の表彰

■その他
　大会終了後、１階「白鳥の間」
においてレセプションを開催し
ます。

女性委員会第27回総会

■日時� 11月７日（土）
� 13：30～
■場所� 新潟市・
� 万代シルバーホテル

調査実施中
ご協力をお願いします

「労働条件実態調査」
「地域ミニマム運動」賃金実態調査
連合新潟発第194号・195号（7/31）参照

提出期限：10月2日（金）必着

青年委員会第27回総会

■日時� 11月７日（土）
� 15：30～
■場所� 新潟市・
� 万代シルバーホテル

　

八
月
二
九
日
、
今
年
は
『
女

性
参
画
を
す
す
め
よ
う
』
を
テ

ー
マ
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
池
田
女
性
委
員

長
か
ら
基
調
提
起
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
の
女
性
管
理
職
の
割

合
が
主
要
国
の
水
準
を
大
幅
に

下
回
っ
て
い
る
な
ど
、
女
性
参

画
に
関
わ
る
情
勢
な
ど
を
踏
ま

え
、
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
を

率
直
に
話
を
し
て
、
意
見
交
換

を
し
て
ほ
し
い
と
提
起
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
５
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、「
女
性
参
画
を
進
め
る

た
め
の
実
情
と
課
題
」
と
い
う

視
点
で
、
様
々
な
意
見
が
挙
が

り
ま
し
た
。

　

女
性
参
画
を
進
め
て
い
く
上

で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
は
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
働
く
者
の

意
識
改
革
が
必
要
だ
と

い
う
意
見
や
、
権
利
を

行
使
し
よ
う
と
思
っ
て

も
、
人
が
足
り
な
い
た

め
に
休
み
を
と
り
づ
ら

い
、
や
は
り
人
を
増
や

す
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
、
な
ど
の
意
見
も
挙
が
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
参
加
者

全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
つ

い
て
考
え
、
率
直
に
思
う
こ
と

を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
男
女
の
違
い
、
考
え
方
の

違
い
を
理
解
し
た
う
え
で
自
分

の
思
い
を
言
葉
に
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

確
認
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
現
在
、
時
給
七
一
五
円
未
満
の
労
働
者

は
、
労
働
者
全
体
の
約
一
・
五
％
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
七
三
一
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、

影
響
を
受
け
る
労
働
者
は
四
・
八
％
、
約
二
万
人

に
拡
大
し
ま
す
。

　

最
低
賃
金
違
反
は
、
最
低
賃
金
法
に
よ
り
最
大

で
一
人
当
た
り
五
〇
万
円
の
違
反
料
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。
新
潟
労
働
局
の
昨
年
の
調
査
で
は
、
三
五

六
事
業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
、
四
一
事
業
所
で
違

反
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
よ
り
も
低
い
賃
金
で
働
い
て
い
る
、

適
切
な
割
増
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
な
ど
、

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
も
し
く
は
、
連
合
新
潟
、
各
地
域

協
議
会
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

10月3日から 16円UP

　

労
使
双
方
の
主
張
を
踏
ま
え

て
審
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

中
央
審
議
会
の
目
安
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
今
後
も
よ
り
よ
い

新
潟
県
に
し
て
い
く
こ
と
が
公

労
使
で
確
認
さ
れ
、
労
使
双
方

と
も
課
題
は
残
る
も
の
の
一
六

円
引
き
上
げ
て
七
三
一
円
と
す

る
、
平
成
一
五
年
以
来
の
全
会

一
致
で
の
答
申
と
な
り
ま
し
た
。
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4日以上あります

1日～３日

ないです。0日

手前右が番場里奈さん

要請書を手渡す黒田理事長（奥）

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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こ
ど
も
た
ち
の
夏

休
み
も
お
わ
り
、
い
つ

も
の
生
活
が
は
じ
ま
る
。

　

我
が
家
の
こ
ど
も

達
は
お
お
い
に
遊
び
、

そ
れ
な
り
に
勉
強
も

し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

夏
休
み
の
最
後
の

週
に
は
、
我
が
家
恒
例
の
（
ど
こ

の
家
で
も
？
）
宿
題
チ
ェ
ッ
ク
が

あ
り
、
や
り
残
し
た
宿
題
が
な
い

か
確
認
し
て
い
る
。
こ
こ
で
一
番

困
る
宿
題
が
「
自
由
研
究
」
だ
。

と
は
い
っ
て
も
、
私
が
こ
ど
も
の

頃
に
は
な
か
っ
た
「
自
由
研
究
キ

ッ
ト
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
組

み
立
て
る
だ
け
で
終
わ
る
。
こ
れ

で
い
い
の
か
？
と
思
い
な
が
ら
も
、

こ
ど
も
と
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
す

時
間
と
な
っ
た
。�

（
Ｔ
）

８月度のホーム・ページ アンケート結果発表

質問：�　８月のアンケートは「職場に夏季休暇はあ
りますか？」でした。

　「ないです、０日」がトップの41％と残念な結果
でした。ワーク・ライフ・バランスの実現にはまだ
まだ課題がありますね。
　急に涼しくなった（ニュースではまた暑くなると
言っていますが）９月のアンケートは、秋がテーマ
です。秋の食べ物と言えば・・・焼き芋？梨？栗？

　自治労（全日本自治団体労働組合）は、県市町村自治体と自治体関
連職場、全国一般、厚生連などを組織する連合体で、2015年９月現
在58単組が加盟しています。女性部は「女性組合員をもって組織す
る」と規定しており、単組では女性部や青年女性部、女性担当など組
織形態は一様ではありませんが、「結婚しても出産しても定年まで健
康で働きつづけられる職場と社会をつくろう」をスローガンに運動を
進めています。１月～３月を女性の働く権利確立強化月間と設定して、
総点検・総学習・総実践の取り組みを行っています。自分の職場と働
き方を見つめなおして改善要求につなげるため、年休・生休など年間

の権利行使状況点検アンケート
を数十年来取り組んでいます。
また、結果をもとに職場状況や
単組の取り組みを交流するため
のブロック別女性集会を行って
おり、今年はハラスメント防止
をテーマに新潟・長岡・上越で
開催しました。精神的・身体的
に働きつづけられないと定年前
に退職する女性は後を絶ちませ
ん。性差別禁止、ワーク・ライ
フ・バランス、セクハラ・マタ
ハラ防止、性別役割分業の解消
などが掛け声に終わらないよう
に平等で働きやすい職場づくり
の取り組みを重点的に取り組ん
でいます。
� 自治労新潟県本部　小柳優子

12自治労
新潟県本部

土曜相談会 10月は10日に開催

県
央
地
協
平
和
集
会

元
兵
士
の
戦
争
体
験
を
聞
く

　

八
月
四
日
、リ
サ
ー
チ
コ
ア
・

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
て

県
央
地
協
が
主
催
す
る
二
〇
一

五
平
和
集
会
『
戦
後
七
〇
年　

語
り
部
に
よ
る
次
代
へ
つ
な
ぐ

平
和
へ
の
想
い
』
が
開
か
れ
、

約
二
六
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
迎
え
た
上
越
市
在
住

の
五
十
嵐�

巌
さ
ん
（
九
三
）

は
軍
服
姿
で
登
場
し
、「
戦
争

は
人
間
同
士
が
殺
し
合
う
こ
と
。

相
手
を
殺
さ
な
け
れ
ば
、
自
分

が
殺
さ
れ
る
悲
惨
な
も
の
。
も

う
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
語
り
始
め
ま
し
た
。

　

当
時
、
新
発
田
の
陸
軍
部
隊

　

連
合
新
潟
は
、
地
方
行
政
へ

労
働
者
の
意
見
を
反
映
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る

社
会
を
め
ざ
し
、
新
潟
県
議
会

と
市
町
村
議
会
へ
の
議
員
の
推

薦
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

八
月
一
九
日
、
四
月
の
統
一

地
方
選
挙
後
、
は
じ
め
て
の
県

議
会
議
員
懇
談
会
を
開
催
し
、

推
薦
議
員
九
人
が
出
席
し
ま
し

戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

罪
の
な
い
た
く
さ
ん
の
人
間
が
死

ぬ
か
ら
だ
。

死
な
な
く
て
も
原
爆
症
で
苦
し
む

人
も
い
る
。

大
切
な
人
を
な
く
し
た
人
も
い
る
。

七
〇
年
前
の
八
月
六
日
と
八
月
九

日
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

日
だ
。

推
薦
県
議
会
議
員
と
懇
談

第
一
回
県
議
会
懇
談
会

「
人
権
政
策
確
立
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
出
発
式

か
ら
ビ
ル
マ
の
戦
線
に
参
加
し
、

敗
色
濃
厚
の
戦
闘
中
に
負
傷
し

た
も
の
の
濃
霧
な
ど
で
九
死
に

一
生
を
得
た
こ
と
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

同
じ
部
隊
で
兄
弟
の
よ
う
に

仲
が
良
か
っ
た
友
人
の
戦
死
に

も
触
れ
、「
絶
対
に
戦
争
は
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」「
親

の
恩
は
山
よ
り
も
高
く
海
よ
り

も
深
い
。
両
親

を
大
切
に
」
と

語
り
、「
悲
惨

な
戦
争
を
体
験

し
た
者
と
し
て
、

命
あ
る
限
り
平

和
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
語
っ
て

い
き
た
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
組
合
員
や
そ
の
家

族
だ
け
で
な
く
、「
兄
が
ビ
ル

マ
で
戦
死
し
て
い
る
。
五
十
嵐

さ
ん
に
お
会
い
し
た
く
て
参
加

し
た
」
と
い
う
一
般
の
方
の
参

加
も
あ
り
、
講
演
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
感
動
し
て
涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
絶
対

に
繰
り
返
し
て
は
だ
め
」「
平

和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

10月の自治体選挙
▪五泉市議会議員選挙（定数20）
� 選挙日��2015年10月25日

塚
つか

野
の

   弘
ひろし

熊
くま

倉
くら

  政
まさ

一
いち

町
まち

田
だ

  俊
とし

夫
お

無所属（社民党）
現②　66歳

無所属（民主党）
現③　54歳

無所属
現④　66歳

…… 連合新潟推薦予定候補者 ……

た
。（
視
察
な
ど
の
日
程
が
重

な
り
五
人
欠
席
）

　

は
じ
め
に
齋
藤
会
長
は
、「
安

倍
総
理
の
暴
走
は
と
ど
ま
る
こ

と
を
知
ら
ず
、
労
働
者
派
遣
法

制
や
安
保
法
制
の
強
行
採
決
な

ど
、
国
民
の
声
を
ま
っ
た
く
無

視
し
た
国
会
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
県
議
会
に
お
い
て
も
自
民

圧
倒
の
勢
力
構
図
は
変
わ
ら
ず
、

連
合
新
潟
推
薦
議
員
に
よ
る
同

一
会
派
の
結
成
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
己
紹
介
を

行
い
、
懇
談
会
で
は
連
合

新
潟
の
政
策
、
労
働
条
件

担
当
か
ら
「
二
〇
一
六
年

度
新
潟
県
予
算
に
関
わ
る

施
策
要
望
書
の
項
目

（
案
）」
と
「
二
〇
一
五

年
度
新
潟
県
最
低
賃
金
審

議
会
改
定
状
況
」
に
つ
い

て
説
明
し
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

　

八
月
二
一
日
、
県
庁
前
に
て
、

県
内
三
〇
市
町
村
を
回
る
「
人

権
政
策
確
立
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の

出
発
式
に
連
合
新
潟
も
参
加
し

ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
県
人

権
・
同
和
セ
ン
タ
ー
・
黒
田
玲

理
事
長
は
、
新
潟
県
に
お
い
て

差
別
や
人
権
侵
害
に
つ
な
が
る

身
元
調
査
が
今
も
な
お
行
わ
れ

て
お
り
、
行
政
が
主
体
と
な
っ

て
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
新
潟
県
・
新
潟
県
教
員
委

員
会
に
要
請
書
を
提
出
し
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
は
三
方
面
に
分
か
れ

出
発
し
ま
し
た
。

「平和行動 in 広島」
参加感想

「戦　争」
番場 里奈（小四）

　

連
合
新
潟
は
今
後
も
各
種
団

体
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

す
す
め
ま
す
。


